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寺内首相に国勢調査の実現を求めた阪谷芳郎 

－国勢調査に係る統計史料を訪ねて【その２】 

 

奥積 雅彦（総務省統計図書館） 
 

令和２年（2020 年）に実施する第 21 回国勢調査は、大正 9年（1920 年）の第１回国勢調査から

100 年目に当たり、令和元年 10 月には実施本部の設置が予定されるなど、いよいよ本格的に始動し

ます。これに関連して、国勢調査の礎を築いた阪谷芳郎についてのトピックスを紹介します。 

 

１ 国勢調査の実現に向けた阪谷芳郎の功績2 

国勢調査の実現に向けた阪谷芳郎の功績として次の３点が挙げられます。 

○内閣統計局の敷地選定 

内閣統計局長の花房直三郎は、明治 31 年（1898 年）の内閣統計局発足後、人口動態統計の内務

省からの移管など統計業務の拡大に伴い、統計局の移転が必要と考え、大蔵省幹部である阪谷芳郎

に相談したところ、阪谷芳郎は「統計の仕事は将来必ず大きくなる。国勢調査を実施するとなれば、

多数の職員が要るから、広い敷地を今のうちから取っておく必要がある。」として、官有地の中から

麻布富士見町の元内務省痘苗製造所跡地（7,801 坪：東京ドームの約半分）を選定し、明治 42 年５

月に移転しました。 

○国勢調査ニ関スル法律の制定に向けた活動 

・第 16 回帝国議会に提出した国勢調査ニ関スル法律案の審議において政府委員として答弁（後述） 

○第１回国勢調査の実現に向けた活動 

・東京統計協会の会長を 40 年の長きにわたり勤め、この間、第１回国勢調査の実現に向けた活動

を展開（東京統計協会の会長として、累次にわたり政府、貴族院・衆議院などへの陳情・建議を行

い、大正６年（1917 年）３月には阪谷芳郎が寺内首相に直接面会して建議書を提出しました。こう

                                                  
1【参考資料】国立国会図書館ＨＰ「近代日本人の肖像」、島村史郎「日本統計史群像」、宮川公男「統計学の日本

史」、【写真】：国立国会図書館ＨＰ「近代日本人の肖像」 
2【参考資料】島村史郎「日本統計史群像」、林茂淳「国勢調査について」（国立国会図書館デジタルコレクション 

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/955775） 

阪谷
さかたに

 芳郎
よしろう

 (1863〜1941)1 

 

父は阪谷朗廬
ろうろ

(儒学者)。東京英語学校、大学予備門を経て、明治 17 年(1884)東京

大学文学部政治学理財学科卒。同年大蔵省入省。主計局長、大蔵次官を務めた。39 年

1 月から 41 年 1 月までの間、第 1 次西園寺内閣蔵相の任にあって日露戦争時の財政

処理・戦後経営に手腕を発揮した。45 年から大正 4 年(1915)まで東京市長、6年から

昭和 16 年(1941)まで貴族院議員(男爵議員)を歴任。専修大学の学長も務め、百会長

と言われたほど多くの法人、団体の会長などで活動した。法学博士。渋沢栄一の女婿。 

父朗廬は、渋沢栄一の推薦により近代統計の始祖である杉亨二のいる太政官政表課

に明治８年（1875 年）１月から９か月ほど勤務しており、阪谷芳郎は父からも影響を

受け統計の重要性に開眼したとみられている。 



した活動も奏功し、大正７年、国勢調査施行令が公布され、第１回国勢調査は大正９年に実施され

ることとなりました。 

 

２ 第 16 回帝国議会の国勢調査ニ関スル法律案の審議において政府委員として答弁3 

国勢調査ニ関スル法律案は、明治 35 年（1902 年）２月 18 日衆議院議員内藤守三君外 10 名によ

る議員立法として、第 16 回帝国議会に提出され、同月 24 日、衆議院「国勢調査に関する法律案委

員会」で審議され、衆議院議員内藤守三君が法案提出者として、法案の趣旨等について説明後、加

藤六藏君から法案についての政府の考えを質し、政府委員として阪谷芳郎大蔵次官（当時）が、第

一回調査の時期について再考をしてほしい点はあるものの、このほかは総じて異存がない旨の答弁

（資料１）をし、同委員会で原案どおり可決されました。同月 25 日、衆議院本会議において花井卓

蔵君と内藤守三君（法案提出者）との間で問答を経て、可決されました。同年３月３日貴族院本会

議において、馬屋原彰君が明治 38 年に国勢調査を実行することができ得るか政府の考えを質し、

阪谷芳郎（政府委員）は、国勢調査が行われないと財政計画や行政にも支障があることから政府と

してもぜひ実施したい旨を答弁（資料２）しました。この問答を経て、同月６日、貴族院本会議で

可決されました。 

国勢調査ニ関スル法律（資料３）は、明治 35 年 12 月２日に公布され、明治 38 年に我が国で初

めて国勢調査を行うこととされましたが、明治 37 年に日露戦争が勃発し、その影響で明治 38 年の

法改正（資料４）により、国勢調査の実施年は、勅令に委任され、事実上、延期されることになり

ました。その後、阪谷芳郎は、前述のとおり、第１回国勢調査の実現に向け精力的に活動していき

ます。 

 

３ おわりに 

筆者は、平成 30 年（2018 年）10 月から統計資料館の行う明治 150 年記念事業に関わることとな

り、国勢調査の前史について調べる機会に恵まれ、国勢調査の実現に向けて阪谷芳郎が多大な貢献

をしていることを知りました。特に、国勢調査ニ関スル法律の制定経緯について調べたところ、明

治 35 年（1902 年）の国勢調査ニ関スル法律案の国会審議において政府委員として阪谷芳郎が答弁

していることを知り、このことを統計資料館の行う明治 150 年記念事業として開設したポータル

サイト「統計の黎明とその歴史」（人物相関図における阪谷芳郎の紹介部分）に反映することとしま

した。阪谷芳郎について調べれば調べるほど、明治期に阪谷芳郎がいたから国勢調査の礎を築くこ

とができたのだと実感しました。 

最後に、阪谷芳郎述「日本経済論」における「センサスの上に就きて注意すべき事項」を紹介し

ます。 

  

                                                  
3 国立国会図書館「日本法令索引」（「国勢調査ニ関スル法律案」審議経過） 

http://hourei.ndl.go.jp/SearchSys/viewShingi.do?i=001614073 

センサスの上に就きて一番注意しなければならぬことは二つある。 

其第一に即ち最初の單位を調べる時の手續が一番骨が折れる。 

それから第二は單位を調べたものが中央に集まつたものを表に作る。 

即ち單位の調査とそれから製表と、此の二つがセンサスの初めと終り

である。 



【資料１】明治 35 年２月 24 日衆議院「国勢調査に関する法律案委員会」会議録 

（資料：帝国議会会議録検索システム） 

 



 

  



【資料２】明治 35 年年３月３日貴族院本会議 会議録 

（資料：帝国議会会議録検索システム） 

 

  



 

 

  



 

【資料３】 

「国勢調査ニ関スル法律」 

 
 

【資料４】 

  

 

 

 


